
「法輪寺三重塔再建裏話」

太田統士

はじめに

我が国最古の塔であった国宝法輪寺三重塔は、1944年

落雷により焼失した。現在の塔は前住職井上慶覚師により

1965年（昭40）頃から再建計画が始められたが、用材が

確保された段階で1969年（昭44）住職の逝去により資金

難で工事がストップしていた。後に幸田　文女史らの貢献

により1975年（昭50）に落慶したもので、これは法輪寺

即幸田　文としてよく知られている話である。ここでの

裏話は再建法輪寺三重塔の設計と工事にまつわる建築論

争である。

飛鳥様式に基づく三重塔の復元設計は、我が師である

竹島卓一教授の手になるものである。因みに竹島教授は

伊藤忠太先生の弟子で、東洋文化研究所を経て名古屋工大

教授、兼法隆寺国宝保存工事事務所所長として赴任。

後に中国宋時代の『営造法式の研究』により第36回日

本学士院恩賜賞授与されている中国古代建築史の学究で

ある。

小生らは3年生の夏休に、法隆寺の工事事務所の片隅

で解体部材の保存図作成（美濃紙に烏口でトレース）の

アルバイト。「そんなもん描いただけでお寺解ったつもり

やったらあきまへんで」などと、通りかかった西岡（常一）

棟梁に皮肉られたこともあった。

残念ながら卒論は、「東京・名古屋の百貨店の昇降設備

機能計画論」となり3名で調査、執筆となった。

法輪寺大論争

三重塔再建を悲願としていた先代住職慶覚師は、浄財

を集めるためにも設計図が必要だと再建図を竹島教授に

依頼。西岡（常一）棟梁の腕に信を置きながらも、古代の構

造的欠陥を補う意味と、将来の修復に配慮して鋼材補強

を取り入れ、近代的学術・技術の粋を設計に盛り込んだ。

ところがこの鋼材補強が西山棟梁の拒否に遭う。西岡

棟梁は代々伝承してきた法隆寺大工の技と、千年に耐え

るヒノキの可能性の信奉者で、何故鉄を使わねばならな

いか。「このままの設計では棟梁を降りる」とゴネ、関係者

を困らせることになったが、住職の取りなしでともかく

1967年（昭42）着工に至った。しかし前述のように1969年

（昭44）に先代住職が亡くなり、資金難も加わりしばらく

工事が中断された形となった。

後を継いだ二男の新住職の康世師も先代住職の悲願を

受け継ぎ全国行脚などで資金集めに奔走されているの

を幸田　文女史が見て、復元に向け献身的な応援をされ、
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清水建設が元請けを買って出て工事が再開される事に

なった。とはいえ竹島／西岡の対立はより激しくなり、文化

庁や建設委員会も明確な結論が出せず、結局は最低限の

鉄骨使用と云う曖味なことで工事は1975年（昭50旬3月

に完成した。

憤憑やるかたない竹島教授は同年4月9日の毎日新聞

夕刊に『「法輪寺三重塔設計と施工」秘術に抑えられた

将来計画』と題して自説を発表、西岡棟梁を批判する非常

手段に出た。

竹島教授の意見

要旨は、明治30年大の解体修理の際の実測図の書き

込み寸法が意外に少なかったことや、江戸時代の2回の

修理で創建当時の姿が変えられていたと考えられること

や、同時代の法隆寺や法起寺の塔をど、多年の建築技法史

から飛鳥様式に復元設計図を作成した。更にこの再建が

昭和の時代の新築であることを重視、古代の寺院建築の

構法的欠陥を補う意味と、超高度を技能者でなくても施工

でき、更に遠い未来、木材や技能者不足でも修復可能なよ

うにとの配慮で、鋼材補強を取り入れ設計した。これに対し

西岡棟梁は「鉄材の補強なんて屁のようなもの。オレが

つくれば木だけで千年でも二千年でももつ。法隆寺は現

に千三百年も保ってきたではないか」と。確かにお説のと

おりであるが、創建当時の姿で保ってきたわけで決して

ない。軒下に支柱を入れたり、内部に隙間もないほどに補強

剤を詰め込み、修理に修理を重ねてようやく保たせてき

たのである。小手先の技術や伝統的な精神力だけだは対抗

し得るもので無いことを悟るべきだ。

これにたいして西岡棟梁は、『木のいのち　法輪寺の

三重塔の再建と、竹島博士の所論の答えて』と題して4月

15日の同紙夕刊で反論。

西岡棟梁の反論

概要は、形だけでなく、内部も飛鳥の工人のやったとおり

に作りたい。鉄材を使って構造を変えるのは飛鳥人への

冒涜であり、復元に、新しいさかしら知識は捨てて、真の

飛鳥の魂に近寄るべきだ。

なるほど鉄は力が強い。しかしヒノキは生命力が強く、

長い。これは長年の経験から得た信念である。法隆寺は慶長

時代（1600年代）の修理で鋳鉄のカスガイが使われ、法起

寺の明治の修復でも鉄のボルトが使われていた。しかし

サビがひどくその周りのヒノキも腐らせている。鉄の生命



がサビで滅びるとともに建物全体の生命も終わらせてし

まう。科学的でないというかも知れないが、私たち宮大工

は「千年の樹齢の木は千年保つ」と云う。

木材の真の強さ、導きをご存じない先生方が、鉄を強く

信頼することに私たちは不安を抱くのである。飛鳥の工法

にたとえ欠陥があっても、むしろそのままに伝えるべき

べきだ、それがほんとうの復元ではないか。

以上が世にいう大論争である。法輪寺三重塔と云えは

とかくに幸田　文女史と西岡棟だけがクローズアップ

され、以上の秘話は忘れ去られようとしている。小生等は

この経緯をつぶさに見て来たし、後年竹島教授の避遁談

も伺っていた。

結論ではないが、元請けであった清水建設の工事主任、

八木悠久夫氏の述懐を引用させていただく。

「20世紀の技術を駆使して古代飛鳥建築の理想を追求・

再現しようとした竹島先生と、宮大工として代々伝承し

てきた技術をもって再建を望む西岡棟梁の問には激しい

論争がありました。それはお二人の塔を愛する信念から

来るものです。何百年か後にその時代の人たちが塔を評

価してくださる。それがわれわれ技術屋の宿命なのです」

西岡棟梁は小原二郎先生の「法隆寺を支えた木」（1978

年NHK出版協会）に取り上げられて以来、数々のマスコミ

に登場しているが、竹島ばかりでなく、藤島亥治郎先生や

田村治郎先生とも激しくやり合っている。

2008年、法輪寺を再び訪れた折りに、堂守をなさって

いる先代住職のお嬢さんと竹島教授の事など懐かしく

お話できた。
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法輪寺三重塔（2008）
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諸
子
黒
書
言
葉
∴

春
季
義
春
墓
蓋
違
∴
㌢
㌻
㌻
藍
－

笑
宣
言
薫
芸
を
悪
霊
窪
∵
慧
葦
；
㌢
冨

重
言
辛
。
享
誓
薫
読
宣
言
　
や
㌔
怨
導
湊
蓬
拳
骨
完

治
で
∴
才
子
㌻
蓑
享
楽
ふ
た
頑
舞
＼
年
（
あ
た
㌶
∵
重
言

サ
ピ
舞
木
を
罵
ら
せ
る

▲
－
玲
薫
－
動
機
／
叛
蟻
蜜
そ
塩
船
ざ

’
1
　
築
旗
の
高
評
関
々
崇
で
蜜
、

黛
菜
獲
雰
謎
だ
三
圭
一
努
で

私
三
三
ゆ
ふ
講
－
車
高
と
日
置
乍
ら
．

、
葦
雀
遠
で
高
子
高
台
弓
し
ん
＼
舞
懲

り
し
ん
辱
し
証
し
　
擦
真
空
潮
蒜

巨
魁
健
噂
－
即
時
主
席
電
擁
母
指

意
∴
∵
㌶
烹
蛮
声
醤
窮
ま
笑
㌻
姐

、
た
ム
）
特
ソ
上
表
，
1
　
袋
需
食
い
速

い
が
ま
、
∴
守
り
悪
用
買
介
で
ら
し
山
高

蕊
髪
豪
産
を
宅
を
急
務
黛
・

受
電
1
1
だ
高
宮
で
、
高
邁
宮
も
）
違

震
し
定
言
窯
定
ま
∴
云
ヽ
朝
露
需
心

録
、
鱒
零
し
．
詳
し
告
t
L
か
ー
汚
部

将
言
を
キ
ー
塞
揚
笥
高
徳
写
楽

か
し
、
ヒ
ノ
重
り
当
裟
〃
邦
彦
煮
、

繕
い
。
－
貧
丹
波
撮
辛
、
戦
旗
毒
∵
那

或
来
宅
－
気
ま
で
尊
く
高
知
語
継
恐

宕
贈
船
難
残
し
舞
経
済
美
綺
芦
享

で
語
る
。
緩
ヾ
、
…
鴎
集
線
焦
二
・
へ

汗
か
緑
青
込
へ
欝
を
祭
怨
カ
ス

ガ
イ
亨
坪
つ
て
靴
憾
ま
れ
美
濃
高
毅

は
聡
い
館
が
餌
亀
嵩
に
な
り
．
タ

ビ
ヤ
も
鮮
縮
み
高
一
湾
で
う
ま
く
早

急
終
＋
C
L
で
三
上
“
も
ら
す
姦
二
百
在
家

護
．
閉
域
の
開
場
婆
ほ
ろ
り
与

党
激
賛
譲
二
築
震
姥
窪
惹

か
れ
て
い
る
〉

驚
窮
室
慈
表
汽
善
悪
織

は
鋤
鈎
一
手
碑
二
八
狂
喜
㊧
磐

る
怠
こ
鈍
患
薔
）
に
ひ
る

が
穀
、
葱
を
確
鑓
い
、
鵜
殿
に
は

沃
勉
克
煎
り
携
え
な
け
れ
ば
鉱
一
惹

く
篭
｝
つ
霊
穐
薄
い
窪
顔
が
糖

蜜
－
も
に
．
架
録
の
忠
論
客
も

萱

，

じ

害

こ

島

鷺
め
継
復
の
合
い
、
鎖
祭
魚

く
く
摘
ク
ル
ネ
の
碑
か
上
に
榊
か
っ

て
遷
宮
音
γ
一
恩
1
薬
の
水

蜜
焦
合
で
い
恵
の
細
め
機
軸
の

密
接
慈
楼
嬰
銘
重
秀
じ
二

重
霊
∵
竣
）
か
恐
手
鞠
は
騒
つ
か

も
知
れ
希
い
。
栴
？
鯛
で
は
狂
い
山
林

恵
那
か
潟
、
粗
菓
も
澄
子
、
エ
選

「
丹
・
鎖
の
槌
勉
の
美
恵
1
鍔
蹄
で
÷
e

法
輪
寺
三
重
塔
の
再
建
と
、

竹
島
博
士
の
所
給
に
答
え
て

）
無
C
l
A
（
高
卒
∴
）
し
わ
J
・
㍍
｝
二

子
、
紙
質
本
皮
」
、
璃
虫
を
督
奇
も
万

雷
憎
斌
1
人
へ
の
‥
‘
娘
青
煮
；
」
あ

・
裂
き
量
と
圭
－
｝
幸
私
語
努
“
う
ご
姦
し
銀
が
す
ご
も
善
へ
精
華

一
策
冨
差
違
憲
二
茶
壷
発
達

寒
雀
‥
U
雪
鮭
黒
目
は
鎮
い
，
も
　
れ
だ
殺
、
飯
嶋
通
好
エ
ー
露
が
や
ぎ

釈
猶
誓
競
零
し
葱
合
掌
流
域
霜
舞
笥
∴
種

謙
登
頚
壁
書
評
－
）
賞
船
上
滋
の
些
誉
∵

誓
葦
残
悲
話
÷
奈
㌣
平
応
訴
努
騨
寧
忠

よ
に
画
境
雲
虹
窪
一
錠
遊
具
㌶
浩
晋
∴
印
証
言
を

高
専
し
貢
敵
躯
）
涛
一
め
「
法
話
－
等
し
の
、
送
．

つ
に
つ
い
て
溝
へ
（
極
り
猟
鷺
当
秦
讐
三
㌢
演

開
発
に
つ
い
一
．
避
緯
～
＝
争
点
の
〇
、
始
点
ィ
、
鳥
）
べ
梯
庖

－
詣
－
宣
誓
三
愛
笠
薫
デ
ー
意
識
政
柄
破
婚
の

梁
窯
喜
竜
三
牟
重
点
三
言
三
三
雪
を

道
楽
義
満
三
言
定
点
蜜
差
ぢ
豊
満

鰐
へ
竜
、
短
く
弛
鎖
し
仁
。
学
や
㌢
莞
÷
最
善

頼
り
へ
の
本
誌
六
人
語
一
こ
／
牽
ふ
穿
て
藷
蒜

笑
い
鉦
1
忠
雄
態
凝
り
嘆
竣
　
況
等
差
へ
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鍋
閥

無
芸
え
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嗣
轡
欄
刺
独
演
高
）
生
申
し
寄
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需

幾
重
ぶ
っ
つ
窒
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い
道
－
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撃
、
短
詩
久
我
一
の
薄
汚
へ

第
年
－
享
竜
∵
籍
叢
嘗
席
崇
挙
高
結
拳
達
意

全
案
∴
怨
を
専
務
競
」
総
も
華
筆
意
去

吊
へ
つ
指
し
を
金
主
の
亀
訪
．
欠
．
（
窃
重
館
と
の
群

舞
薪
に
も
、
瀧
弱
震
寝
震
た
い
殖
甑
千
島
，
拳

闘
継
嗣

鯖
鞍
で
軟
の
霊
妙
ト
か
鯉
発
売
窮
、

－
亮
も
八
十
曾
電
撃
）
ぐ
め
獄
無
吋

で
に
言
亭
表
ン
面
も
競
え
、
金
鉄
合

か
な
く
な
ノ
て
い
で
、
そ
れ
が
鶏
窟

か
め
欝
に
寒
雲
し
い
ー
金
鉱
感

悪
縁
で
と
く
9
労
り
、
空
隙
の
鋭

い
と
さ
れ
小
汚
の
織
で
薫
∴
て
ら
な

の
で
鷲
、
ま
し
て
、
護
の
鱒
績
類

塗
遠
望
諸
÷
警
醤
只
で
言

い
。
一
認
め
芝
最
を
霊
夢
籍

．
時
堪
っ
て
）
サ
茜
姪
汝
1
）
⊥
し
ま

謡
う
　
水
簿
記
の
凄
さ
、
鍬
a
室
）

存
、
で
翠
㌫
護
語
録
、
織
を
塞
く
気

胸
年
季
）
山
忠
弘
に
ら
簸
不
堪
も
縛
へ

の
で
も
着
筆

紗
や
単
記
戦
だ
遣
∴
急
繋
糠
漬

竣
窃
危
嘉
怒
毒
筆
窯
素
志
ど

ノ
奈
義
国
富
誉
三
栄
霞
線
鷲

‥
辱
硬
を
と
　
こ
の
ヒ
ノ
革
の
純
綿
観
菊

軽
重
こ
こ
は
艶
鏡
の
ト
塗
は
お
が
か

た
り
、
碍
惣
ヽ
淑
窪
揚
場
だ
ー
‥
へ

悠
遠
法
敵
一
霜
皇
姦
し
、
敏
無

を
覧
友
仁
ふ
う
鷲
）
竃
－
遠
近

ふ
て
い
も
。
茶
薯
茂
を
勧
め
昏
」
と

で
め
り
∴
勿
よ
う
無
電
こ
ん
な

ヒ
ノ
冬
は
掛
け
蛍
こ
も
滝
、
拾
海
競

」
も
C
も
鷲
紋
が
っ
｛
第
㍍

ヒ
ノ
浅
海
の
等
も
乎
枕
の
鎖
鋤
が
あ
る

と
し
で
も
．
答
電
、
鉄
分
錦
デ
ー
」

・
U
に
よ
っ
で
、
識
字
ミ
）
、
閤
判
好
濠

に
戯
茜
音
詩
罵
－
と
単
こ
の
ヒ

ノ
年
休
認
諾
も
耽
り
努
館
は
瑳
な

く
怠
ろ
う
匹
だ
が
ら
、
い
鉄
賎
免
憾
う

必
磐
は
な
い
ぅ
戯
〝
通
し
に
l
P
寂
し
、

勤
郷
が
琵
琶
勧
滞
埠
が
鋤
鍋

竜
笛
の
壷
は
じ
無
し
疎
み
鉱
え

は
よ
い
で
は
な
い
が
。
そ
う
す
争
十
g

は
よ
ッ
て
ら
ノ
弁
も
萱
つ
つ
．
当

鱗
も
強
に
紋
雪
磐
は
規
惣
…
②
垂
）

ら
は
鈎
鞘
魚
が
斜
つ
蛋
轟
竜

田
　
快
　
調

覗
き
の
・
録
生
か
し
た
い

霊
窃
盗
謹
嬢
争
、
治
窺
接

遅
嬉
憂
這
定
毅
然
字
人
み
ず
ぐ
れ

を
叫
に
厳
父
母
音
n
磨
欝
か
箪
）
と

い
う
意
な
く
、
印
篭

○
無
人
驚
短
、
簡
閲
欝
旗

在
寮
、
簑
雲
だ
手
堅
点
る

匁
で
等

級
被
の
数
力
が
、
坐
ん
な
は
や
。
て


